
　　　　

R6 年 12 月 27 日

平日 13 時 00 分から 19 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

定期的な保護者会、避難訓練、感染対策実施

（別添資料１）

家族支援

地域支援・地域連携

関係機関（センター、相談事業所、教育機関）との情報交換や相談援助
園の先生向け勉強会　自治体で開催される連絡会義への出席 職員の質の向上

各学会等、専門領域に関する研修への参加
専門職職員による情報交換会や勉強会

支　援　内　容

日常生活動作の機能獲得促進
（療育中の健康観察・整容・排泄・衣服の着脱・準備・片付けに関するアプローチを実施）

感覚的統合療法
ビジョントレーニング
（個々の能力に合わせた姿勢・移動・身体づくり・感覚の入出力に関するアプローチを実施）本

人
支
援

進学に関する情報提供　　関係機関への本児に関する情報共有　　療育で獲得した行動を家庭や園・学校などでも行動般化を目指す
移行支援

【見立て】児童の発達や特性に関しアセスメントに関しアセスメントに基づく助言や相談を実施
【計画】　目標設定に関する意図の説明、助言うや相談　【実践】実践内容に関する意図説明、手法に関する助言や相談、集団生活に関する助言や相談等
保護者による療育場面の観察や療育への参加機会の提供　　個別面談の実施　保護者向け学習会の開催　兄弟児に関する相談と助言　医療機関等の情報提供　制度に関する相談助言
日中利用機関の先生方との情報共有・助言

事業所名 児童発達支援事業・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援事業 √るーと 作成日支援プログラム（参考様式）

法人（事業所）理念
自分自身をいきいきと。活き活きと暮らすための根っこ（るーと）である意欲や自信、安心感を保つため、好奇心や自分でやり始めた事を出発点とし、「自分の意思を伝えられる」
「自分のことを自分で決める」「周りの人と折り合いをつけ関わり合える」力の育ちを応援します。

援助の希求、要求や拒否の発信、自分の気持ちの表出、他者の気持ちへの気付き、葛藤に対処するための思考促進を実施
外部環境の適切な認知と自己調整の促進

トイトーク、インリアルアプローチ　　　　　言語・非言語におけることばの形成と活用　ことばの受信・発信能力促進　やりとりの促進

自己理解の促進　　環境設定　　応用行動分析　他者との関係性構築を促進

支援方針

発達に関する専門的なまなざしをもって、一人ひとりのお子さんに寄り添った、「その子のためのプログラム」で保護者と一緒に子育てに取組み、お子さんが持つ心身機能を十分に発揮で
きるようサポートします。保護者の子育てに対する心配を安心に変え、保護者が子育てを楽しめるようサポートします。

営業時間 送迎実施の有無


